青風荘　　フェイスシート

　　　22年3月8日　担当：上平ユリ子　　　　　　　

	登　録　者
	氏　名　　　　袴田　淑子　　　様　　　男・女　　　　昭和　13年　1月17日生（63歳）

	
	〒　　住　所　八戸市北白山台4丁目10-14　　　　　　　　電話　0178-72-7206

	
	病　　名
	統合失調症
	合　併　症
	　　　緑内障、子宮筋腫

	
	発症時期
	　S40年7月頃（18歳時）
	罹 患 期 間
	約　45年

	
	入院回数
	　　　　　11回　　
	延べ入院年数
	　約　　12年　　1ヶ月

	医療機関
	　病院　　（主治医　川端Dr　）
	外来受診日
	水曜日（　週　1　回）

	医療区分
	国保（本人）
	重度医療
	有・無
	自立支援医療
	上限額
	手帳種別　精神

	
	
	
	
	有・無
	　円
	　　（　1　級）

	経済状況
	年金
	（H19年頃？～）遺族年金1級　　　　　　（月額　万円）

	
	その他
	

	障害程度区分
	　
	負担上限月額
	円
	相談支援事業所
	

	日中活動の場
	　デイナイトケア

	住まいの場
	　青風荘

	入所年月日
	H19年6月20日
	身長
	151cm
	体重
	46.5kg⇒47.8kg

	最終学歴
	盛岡生活学園大学　中退
	免許・資格
	なし

	職　歴
	　なし

	保　護　者
	氏　　名　　青木　弘子　様　　　　　　　続柄　　姉　　　　　（同居・否）

	利用目的

基本的な生活習慣を身につけて楽しく生活する。



	入院・治療歴　　初診日（

　期間　　　　　　　　　　　　　　　入院・外来　　　　　　医療機関名

昭和40年7月　～　昭和41年1月　　　　　　　　　　　入院　　　　　　　　　岩手医科大病院

昭和46年　　～　 昭和49年　　　　　　　　　　　　 入院　　　　　　　　　弘前愛生会病院

昭和51年　　～　 昭和55年　　　　　　　　　　　　 入院　　　　　　　　　十和田済誠会病院

平成7年5月　～　 平成7年7月　　　　　　　　　　　 入院　　　　　　　　　十和田市民病院

平成9年9月　～　 平成12年4月　　　　　　　　　　　入院　　　　　　　　　　　　〃

平成13年2月　～　平成14年10月　　　　　　　　　　 入院　　　　　　　　　湊病院

平成14年10月　～ 平成15年6月　　　　　　　　　　　外来　　　　　　　　　青南病院

平成15年6月　～　平成15年7月　　　　　　　　　　　入院　　　　　　　　　青南病院

平成15年8月　～　平成15年10月　　　　　　　　　　 入院　　　　　　　　　　〃

平成15年11月　～ 平成15年12月　　　　　　　　　　 入院　　　　　　　　　　〃

平成16年3月　～　平成16年3月　　　　　　　　　　　入院　　　　　　　　　　〃

平成16年5月　～　平成16年5月　　　　　　　　　　　入院　　　　　　　　　　〃

平成16年5月　～　　　　　　　　　　　　　　　　　 外来　　　　　　　　　　〃



	生活歴　

七戸町にて出生。父親の仕事（警察官）の関係で県内を転々とする。三本木高校卒業後、盛岡市内の短大に進学するが、１年時（7月）不登校となり、幻覚妄想状態呈し、S40.7岩手医科大病院精神科へ入院となる。退院後は両親と生活し、その後も弘前愛生会病院・十和田済誠会病院・十和田市民病院へ入院。H8年父親が死去し、母親に痴呆症状（失見当識・徘徊）が出現。高齢者施設へ入所となり、本人の単身生活には不安があることから、H12年より姉夫婦と生活している。その後、幻覚妄想を背景に不穏状態となり湊病院へ入院。入院時に「家族の面会にも何も話さない。」「表情の変化が見られない」事を理由に家族が環境を変えての治療を希望。H14年10月より姉宅で外来通院加療・デイケア通所開始となる。自宅では自室に篭る事が多く、日常生活においては声がけを要していた。保護者の入院や長期不在・体調不良を理由にH15年～H16年5月まで計5回青南病院にて入院加療となっている。H16年5月、姉との同居生活を見据え、青山荘入所。姉は、母の介護等で本人の世話をする事が難しく、青山荘退所後、H19年6月青風荘入所となっている。



	家族構成




	家族状況（交流及び協力の程度、経済面も含めて）

保護者である姉は協力的。各種制度や本人の眼科受診等については姉が付き添って行っている。週末は隔週で姉宅へ外泊している。


平成　22年3月8日　（月）

	氏　名
	　袴田　淑子　様
	男・女
	生年月日
	　　　S22年　1月　17日　（　63歳）


	長期目標（中期・短期）

	· 青風荘での生活リズムに慣れ、身の回りの事を自主的に行えるようになる。

· 服薬を確実に行い、体調の維持を図る。

· 健康プログラムなどを通して、体脂肪率の低下を図る。


　　　　　　

	これまでの経過（前回　H21年9月7日）

	前回の問題点

1 基本的な日課ができない。（無為に過ごしている）（周りに対して無関心で気にかけない）

　　　　　　　　　　　　　（身なりに無頓着である）

②　体脂肪率が高い　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

· 余暇時間は自室で寝転んでいたり、ボーっとして無為に過ごしている事が多い為、声掛けを要しています。外泊のない土、日には声かけにより布巾縫いを行なっており、最後まで仕上げる事が出来ています。

· 衣類交換は下着は入浴後に着替えていますが、洋服は汚れていても同じ物を着続けています。洗濯や部屋の掃除は声掛けにより行なっています。

· 朝のミィーテェングは放送で知らせるとトイレに駆け込んだり、部屋で居眠りされており定時に参加出来ず、指導に対しても改善はみられません。食事当番も殆んど遅れて参加しています。毎回待たせている利用者に対しては謝る事無く、気にする様子もみられません。
· 就寝時に更衣、消灯をしないで就床されている事が多く指導を要しています。
· デイナイトではプログラムの時間に遅れて参加したり、忘れていたりする事が多く声掛けを要しており、また通路を徘徊している事が多いとの事です。
· 自ら他者と交流を持つことはありませんが、聞きたい事があれば自分から話し掛けています。スタッフや他者の話し掛けをよく聞いていないようで、内容を理解していない事が多く、繰り返し説明してようやく理解されています。
· 2週間3、000円で遣り繰りしていますが、土・日曜日隔週外泊している為外泊帰荘時におやつを多量持って来るようになり、持って来たおやつを夜間布団の中で食べていたり､朝食後デイナイトに行かずに部屋でお菓子を食べてたりする事があり､体重、体脂肪とも増加傾向にあリます。
· 1/5の朝、｢デイナイトって何？それはどこにあるの？｣と聞いており､説明にも理解できないようで何度も聞き返しています。
· 2/5デイナイトで腹痛があり､昼食を全量嘔吐しています。熱は一時37.7℃まで上がりましたがすぐに解熱されています。「1週間便秘してたから具合が悪かった。」との事で排泄後は復調されています。
· 緑内障は半年に1回、子宮筋腫は1年に1回姉様と定期受診されています。
· 服薬に関しては少し遅れることはあっても声かけ要する事は少なくなってきています。
· 定期外来受診は毎週水曜日に単独で行なっています。



	問題点
	介入方法
	支援期間

	①　基本的な日課ができない

（無為に過ごしている）

　　（周りに対して無関心で気にかけない）

　　（身なりに無頓着である）

　　

　
	· 余暇や休日は殆んど部屋に篭もって居眠りしている為、本人の興味のあるパズルや裁縫､漢字勉強等を促がしていく。

· 当番である時は前日に当番表を見るように促がす。

· ミ－ティングの時間に毎回遅れる為､朝食後は、通所準備をして時間までホールで過ごす様に声掛けをしていく。

· 頭髪の寝癖や汚れた衣類でも着続ける為、身なりを意識するよう、その都度声かけする。

· 生活全般において最低限出来なければならない事が定着できるまで同じ事柄を繰り返し声かけし、本人が自ら行動に移していけるよう介入する。

· 定期的に振り返りを行ない、出来ている部分は評価して自信に繋げる。


	　5ヶ月

	　②　体脂肪率が高い

　　　（間食量が多い）

　　　（運動遼が少ない）
	· 体重､体脂肪とも増加している為､朝のラジオ体操の参加を促がし、健康プログラムで学習をしていく。

· 間食に関しては、購入量や摂取量が多く自己制限が難しい為､スタッフ同伴で毎週金曜日に買物に行き適量の購入を指導していく。また外泊帰荘時はおやつは持ってこないようにご家族に協力してもらう。

	5ヶ月

	③　身の回りの整理ができず、部屋が乱雑である。
	· 定期的にスタッフが介入して整理整頓を行なう。

· 衣類を区別無く収納する為、洗濯の済んだ衣類は速やかに整理する習慣をつけ、汚れた物は洗濯籠に入れる習慣をつけていく。

· 入浴時に衣類の交換・洗濯できるように促がしていく。


	5ヶ月


プラン計画者　氏名：　上平ユリ子

修正プラン実施評価日： H　　年　　月　　日（月）　青山荘地域交流活動室

保護者





弟（五所川原在住）





義兄





　Ｈ19.12.6死亡








